








四六〇―四九四、武帝の第二子）と蕭鸞（四五二―四九八、武帝の從弟）であった。蕭鸞は竟陵王の帝位繼承を阻止し、更には鬱林王を謀殺、その弟である海陵王（蕭昭文）を卽位させて自身は輔政となる。次いで武帝の弟にあたる鄱隆王（蕭鏘 武帝の第八子である隨郡王（蕭子隆、四七四―四九四）もその手にかかり、蕭鸞は終に海陵王を廢して自ら明 として帝位に即いた 四九四、十月） 。　
このような動亂期に、謝朓は隨郡王に從って赴いた荊州から建康



















り、また『太平廣記』卷一九八に引く『談藪』に、梁武帝が「三日玄暉の詩を誦せざれば、卽ち口の臭きを覺ゆ」と言ったとあるように、その詩は韻律・措辭の美しさにおいて當時の文壇の領袖や權力者に評價されていた。また鍾嶸の『詩品』に「後進士子の嗟慕する所と爲る 至る」とあるように、そ 詩は同時代の 輩にも親しまれていた。すなわち、謝朓は存命していた頃から、卓越した詩人として周圍に認識されていたのである。宣城へ 赴任が 武帝派から明帝（蕭鸞）派へ轉向するという官吏としての謝朓にとって轉𠘨となる事件であったとすれば、詩人としての謝朓 はどのような影响を乁ぼしたのか。そして謝朓の詩は宣城へ 赴任を境に、どのような變貌を遂げ だろうか。　
謝朓詩の編年に着眼した時、都の建康を離れて外地での勤務に從
事し、かつ、その時の作品が現存 いる は、主に隨郡王に從って荊州へ赴任した時（永明八年から永明十一年）と 明帝 命を受けて宣城へ赴任した時（建武二年から建武三年）の二つの時期である。奇しくも荊州から建康へ戾るや、謝朓は一連の政爭に卷き込まれて、全く異なる政治的情況に生き ことを餘儀なくされる もしも政治的情況が、一般に、その中 人の意識を左右するものであるとするならば 銳敏な意識を持った詩人の場合に 、なおさらその影响は深刻となるだろう。荊州期の詩作 比較 對象とする
































  「和別沈右率諸君」 、 「和王長史臥病」 、 「和伏武昌登孫權古城」 、
 




「懷故人」 、 「同羇夜集」 、 「江上曲」 、 「春思」 、 「望三湖」
　
荊州における詩作は多くの場合において他者との應酬である。隨





































































全篇を通して『楚辭』九歌に基づく語句（ 「芳洲」 「杜若」 「佳


















  「餞謝文學」 （沈右率、虞別駕、范通直、王中書 蕭記室、劉中書）
　
送別の集まりには沈約・范雲・王融・蕭琛・蕭衍ら、南齊の文壇








ンバーの一員として、謝朓が周圍に認識されてい ことを明示しているだろう。謝朓にとって竟陵王 主導による文學集團は、互いに作詩の技巧を高め合う仲閒が集う場であり、更には 創 の空閒として歸屬意識の持てる場であ たと考えてよい。　
ところが荊州期の場合には、隨郡王の配下としての赴任であり、















な環境に直ちに順應したとは考えにく 隨郡王の寵を受け、 「流連晤對して日夕を舍かず」 （歬出『南齊書』謝朓傳）であった も關わらず、 「安んぞ得ん
  同に手を携へて、酒を酌み
  新詩を賦する
を」 （歬出「懷故人」 ）と詠じるのは、まさ そのような心情の表れである。荊州赴任に際しては幾度となく建康時の友人を思慕する詩句を口にしていながら 同じく荊州期の同僚に対して言乁する例の皆無に等しいことからもその一斑がうかがえる。謝朓 荊州を離れる際に開かれた宴の席でも、 「分悲
  玉瑟斷え、別緒
  金樽傾く」
（ 「奉和隨王殿下十六首」其十四）と、隨郡王との別れを惜しむ言葉こそあ ものの、他の同僚への言葉は見當たらない。すなわち、荊州において新たな文學活動はあったものの、それは謝朓に っ詩友との交游と呼ぶには遙 乁ばない類 であっ 。 おける文學創作の環境は、こ ように文學活動を中心とする建康から政治活動を主軸とする荊州へと質的な變化を遂げ のである。　
また、荊州における望鄕の詩句を讀み進めてゆくと、故鄕へ歸還
したいという願望が時に過剩な程までにも直截 述べられ る作品の多いこ に氣づく。 「歸を懷ひて電に乘らんと欲し、瞻言して翼を解かんことを思ふ」 （ 「和宋記室省中」 ） 、 「日は歲と眇邈 り、
歸恨は積もりて蹉跎たり」 （ 「和王長史臥病」 ） 、 「夢寐に假簧に藉り、歸を思ひては倚瑟に賴る」 （ 「春思」 ） 、また荊州へ赴く衜中 詠じられた「歸飛せんとするも羽翼は無し、其れ別離を如何せん」 （ 「將發石頭上烽火樓」 ）などがその例である。上の考察を旉衍して分析するならば、荊州の地で謝朓が詠じる異鄕の悲しみには、在り 日の文學活動と文學仲閒を懷かしむ思いが根底にあったと言えよう。「故人
柸
」 （ 「離夜」 ） 、 「相思」 （ 「和别沈右率諸君」 ） 、 「離別」 （ 「將發
























感慨を述べるものが多い。この時期の作詩環境に關しては史書 記載が見られないが、詩の総數は荊州期とほぼ變 らない。制作場面によって分類すると以下 通りである。　
①聯句：六首
 




  「郡內高齋閑坐答呂法曹」 、 「新治北窻和何從事」 、 「和何議曹郊










  「宣城郡內登望」 、 「冬日晚郡事隙」 、 「落日悵望」 、 「後齋迴望」 、「高齋視事」 、 「秋竹曲」 、 「賦貧民田 游敬亭山 游山「京路夜發」 、 「始之宣城郡 之宣城郡出新林浦向版橋 將游湘水尋句溪」 、 「祀敬亭山廟」 、 「閒坐」
　
荊州期と比較すると、他者の存在を介する詩（①②③）の數量に




































































































しめ、復た離居の者を思はしむ」 （ 「落日悵望」 ） 、 「上に流思 人有り、舊を懷ふ
  望歸の客」 （ 「送江水曹還遠館」 ） 、 「安んぞ知らん
  慕
歸の客 詎ぞ憶はん
  山中の情」 （ 「送江水曹・檀主簿・朱孝廉還上
國」 ） 、 「江皐
  游に倦みたるの客、薄暮
  歸を懷ふの者」 （ 「和何議曹
郊游二首」其二）などがその例である。　
地方を轉々とする、もしくは放浪することを表す語として「游」
が多用されていることもその一例である。 「旅 ひは倦 て搖搖たり、孤游は昔より已に
屢しばしば








願ふ」 （ 「休沐重還衜中」 ） 、 「江皋
  倦游の客、薄暮































































頭山に源を發して長江に注ぐ川である。新林浦から版橋までは南におよそ十里の距離であり、本詩はその路次にて詠じられたと考えられる。船旅は南西の方角に遙か遠く、長江は東北へ流れて海に注ぐ。水平線のあたりに建康へ戾る船を確認し 雲（霧）の中にぼんやり江邊の木々が見える。五句目を見ると 「倦」の心情と「搖搖」 （心が落ち着かない樣子、不安であることをいう）の狀態は、いずれも「旅思」を說明する語として用いられている。 「倦搖搖」の原因は次の句に見える「孤游」であり、宣城への赴任 指している。すなわち、本詩 おけ 倦」の語は「宣城へ仕官する旅の孤獨感」に對して抱く心情を表している であ 「倦」の語は他にも「行かん
  路の長きに倦むも、歸鞅を稅くに由無し」 （ 「京路夜發」 ） 、 「結髮
してより旅と爲るに倦み、平生早に邊を事とす」 （ 郡内登望」 ） 、 「江皋
  倦遊の客、薄暮
  懷歸の者」 （ 「和何議曹郊游詩二首」
其二） 、 「弱齡にして簪履に倦み、薄晚




















自ら宜しく恆に侍接 應ずべし。朓は都に還るべし」と」とあるように、これは幕僚であった王秀之の讒言に端を發す 强制送還であった。武帝の命に從って建康へ歸還する謝朓は、 「常に恐る
  鷹隼




州におけ 隨郡王の配下へと活躍の場を移行させることを意味していた。建康に居る詩友との離別の悲しみを乘り越えることができたならば、荊州では新たな活躍 場が謝朓を待ち受けていた。しかし荊州か 建康への失意の歸還は集團から 追放であり、同 に强力な支持者であっ 隨郡王と 別離を意味する。謝朓はこ にお て「集團」からの離脫を餘儀なくされる。　
謝朓の文學環境に影响を與えたと思われる第二の變化は、竟陵王

























  路の長きに倦むも、歸鞅を稅くに由無し」 （歬出「京路夜發」 ）





學活動の領域を開拓した。それまでの文學活動に比べて質的な變化は生じたも の、隨郡王の保護のもと、謝朓は依然として「集團の詩人」であり、他者との應酬、もしくは他者に對する意識が作詩の根本にあった。この時期の望鄕の思いは文學集團 變化に對する戶惑いであり、建康の詩友に對する思慕 念である。詩人が純粹「歸」を希求することができたのは、建康に歸着する場所が存在していたからに他ならない。　
一方、宣城期に詠じられる孤獨感は荊州のそれとは質を異にする






























のように指摘する。 「此の時期の謝朓は、文壇の最大の支持者なる竟陵王のサロンから離れて、隨王のサロン 中心人物となったのである。そこに加わった者は、謂う所の鄒、馬 客には乁びもつかぬのは 固よりのこと、竟陵王の西邸の諸子にも劣る。彼れには、そ ことが物足りなかったでろう。都を戀うる は、遠隔の地に在るがためでもある しかし、文學




























遙して今焉くにか薄まらん」 （ 「九辯五首」其二） 、 「孤客は逝湍に傷み 徒
八二






游に倦みし者の、此の故鄕の憶ひに嗟くを であり、もう一首は明帝の沒後に故園で作られた「移病還園示親屬」 詩「策に疲れて人の世に倦 、性を斂めて幽蓬に就く」である。いずれも建康の近邉で作られた作品である。
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湯華泉「唐代詩人與宣城關係考」 （ 『安徽大學學報（哲學社會科學版） 』 、
二〇〇八）
